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と
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と
り
。
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と
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。
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ビラッキー生誕 10 周年

　Anniversary

2広報びらとり 2024.9

　 ま つ り の ラ ス ト を 飾 る「 大 抽 選 会 」で
は、豪華な特産品が用意され、見事、ビラッ
キ ー 賞（ 生 誕10 周 年 ）「 び ら と り 和 牛10
万 円 分 」に は、函 館 市 か ら 来 場 さ れ た ご 夫
婦に当たりました。

　９月１５日( 日)、心配された未明からの雨もあがり、開始を待たずして町内外から多くの方々に来場
いただき、「食の祭典 びらとり和牛・トマトまつり」が開催されました。
　早くも「びらとり和牛」や「びらとり黒豚」販売は長蛇の列となり、びらとりスペシャル（和牛のトマ
ト煮）やハンバーグ、ローストビーフ丼など各出店の“美味いもの”も完売し、家族連れやグループで訪
れた皆さんに「びらとりの食」を堪能していただきました。
　会場は、YOSAKOI ソーランで元気いっぱいに盛り上がり、平取中学校と陸上自衛隊第７師団第７音楽
隊による吹奏楽の演奏が場内に響きわたり、さわやかな秋のイベントになりました。

2024
食の祭典びらとり和牛 ・ トマトまつりびらとり和牛 ・ トマトまつりびらとり和牛 ・ トマトまつりびらとり和牛 ・ トマトまつり
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令和６年９月１日現在で平取町在住の
90 歳以上の人数は表のとおりです。

男 女 計

100 歳以上 1 11 12

95 ～99 歳 5 28 33

90 ～94 歳 33 68 101

計 39 107 146

9797
歳歳

大正 15・昭和２年生大正 15・昭和２年生

  

石
持

静
子

旭

  

南

さ
だ
子

振
内
町

  

作
田

シ
ズ
エ

荷
　
菜

  

藤
澤

ト
ヨ

本
　
町

  

井
内

清
夫

本
　
町

  

表
谷

美
智
子

本
　
町

9696
歳歳

昭和２・３年生昭和２・３年生

  

香
川

潮

本
　
町

  

髙
橋

キ
ミ

本
　
町

 

冨
士
元

和
子

本
　
町

  

藤
田

ハ
ツ
子

紫
雲
古
津

  

本
間

義
雄

貫
気
別

  

齋
藤

ヨ
シ

振
内
町

  

廣
瀬

和
代

旭

  

三
浦

ナ
ヨ
子

振
内
町

  

三
神

き
み
子

振
内
町

9595
歳歳

昭和３・４年生昭和３・４年生

  

渡
邊

正
子

振
内
町

  

福
原

ミ
ヨ

川
　
向

  

小
出

悌
子

本
　
町

  

佐
藤

佐
喜
子

本
　
町

  

窪
田

綾
子

去
　
場

  

山
田

キ
ヨ
子

本
　
町

  

渡
邊

ミ
ツ
ヱ

本
　
町

  

互
野

一
男

貫
気
別

  

佐
藤

テ
イ
子

本
　
町

  

田
中

て
る

長
知
内

  

木
村

惠
以
子

本
　
町

  

川
上

瑞
子

振
内
町

102102
歳歳

大正 11 年生大正 11 年生

村
上
村
上

ヤ
ス
ヱ

ヤ
ス
ヱ

旭旭

松
原
松
原

喜
美
喜
美

岩
知
志

岩
知
志

山
崎
山
崎

弘
子
弘
子

荷
　
菜

荷
　
菜

101101
歳歳

大正 11・12 年生大正 11・12 年生

中
村
中
村

き
よ
の

き
よ
の

幌
毛
志

幌
毛
志

落
合
落
合

あ
さ
ゑ

あ
さ
ゑ

去
　
場

去
　
場

佐
藤
佐
藤

重
美
重
美

振
内
町

振
内
町

松
原
松
原

ハ
ル
ノ

ハ
ル
ノ

二
風
谷

二
風
谷

米
田
米
田

フ
ミ
フ
ミ

荷
　
菜

荷
　
菜

100100
歳歳

大正 12・13 年生大正 12・13 年生

貝
澤
貝
澤

さ
よ
さ
よ

二
風
谷

二
風
谷  

櫛
田
櫛
田

み
よ
の

み
よ
の

貫
気
別

貫
気
別

山
田
山
田

哲
雄
哲
雄

本
　
町

本
　
町

髙
橋
髙
橋

ミ
ヨ
ミ
ヨ

川
　
向

川
　
向

9999
歳歳

大正 13・14 年生大正 13・14 年生

髙
野
髙
野

ち
ゑ
の

ち
ゑ
の

紫
雲
古
津

紫
雲
古
津

田
中
田
中

榮榮

振
内
町

振
内
町

沼
田
沼
田

奈
美
子

奈
美
子

振
内
町

振
内
町

髙
橋
髙
橋

利
子
利
子

本
　
町

本
　
町

9898
歳歳

大正 14･大正 14･
15 年生15 年生

楠
木
楠
木

ツ
ヤ
ツ
ヤ

去
　
場

去
　
場

山
田
山
田

不
二
夫

不
二
夫

長
知
内

長
知
内

令和６年９月１日現在に平取町に住む95 歳以上のご長寿の方をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬省略・生年月日順）

ご長寿をお祝い申し上げますご長寿をお祝い申し上げます
祝祝　敬老の日～これからもお元気で～　敬老の日～これからもお元気で～
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町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
「
い
じ

め
問
題
」
に
関
す
る
児
童
生
徒
へ
の

実
態
把
握
調
査
結
果
で
す
が
、
北
海

道
教
育
委
員
会
が
行
う
本
年
６
月
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
町

内
小
中
学
校
児
童
生
徒
３
２
５
名
が

回
答
し
、 「
い
や
な
思
い
を
し
た
こ

と
が
あ
る
か
」
の
問
い
に
対
し
、「
あ

る
」
と
し
た
回
答
は
57
件
あ
り
、
早
急

に
担
任
や
養
護
教
諭
な
ど
が
直
接
的

な
聞
き
取
り
等
を
行
い
、
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
と
の
連
携

を
図
り
解
決
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
頃
の
生
活
で
、
子
ど
も

が
発
信
す
る
い
じ
め
の
サ
イ
ン
に
気

づ
け
る
よ
う
、
①
教
職
員
の
日
常
的

な
情
報
の
交
流
と
共
有
、
②
い
じ
め

も
含
む
生
徒
指
導
に
関
わ
る
職
員
研

修
の
実
施
、
③
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
の
連
携
、
④
子
ど
も
や
保
護

者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
⑤
職
員

の
共
通
理
解
を
図
り
、
組
織
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
急
増
し
て
い
る

不
登
校
児
童
生
徒
で
す
が
、
平
取
町

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
数
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
勉
強
に
つ
い
て

い
け
な
い
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
の
児

童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
複
雑

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門

家
や
学
校
、
さ
ら
に
関
係
機
関
と
の

協
力
体
制
を
強
め
、
個
々
を
支
援
す

る
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
８
日
開
催
の
小
学
生
議
会
で

は
、
議
会
、
町
の
ご
協
力
を
頂
き
、
各

小
学
校
の
代
表
が
小
学
生
議
員
と
し

て
町
づ
く
り
や
行
政
に
対
す
る
質
問

を
行
う
と
と
も
に
、
議
会
の
し
く
み

や
役
割
を
学
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
開
催
時
期
や
改
善
点
な
ど
を

工
夫
し
、
次
年
度
以
降
の
実
施
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

夏
季
休
業
中
は
子
ど
も
達
に
事
故

も
な
く
、
８
月
23
日
ま
で
に
各
学
校

で
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
夏
休
み
明
け
に
猛
暑
が

続
き
、
２
日
間
の
臨
時
休
校
の
措
置

を
取
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
夏
休
み
を

２
日
間
延
長
、
各
学
校
に
エ
ア
コ
ン

の
設
置
な
ど
暑
さ
対
策
を
講
じ
、
特

別
な
措
置
を
取
る
こ
と
な
く
、
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
具
体
的
な
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

  

２
学
期
の
学
習
活
動
は
、中
学
校
の

学
校
祭
・
文
化
祭
、
来
月
実
施
予
定

の
小
学
校
の
学
習
発
表
会
な
ど
通
常

な
内
容
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

教
育
行
政
報
告

増 水 し た 沢 水 で 町 道 が 冠 水 し
路 肩 が 崩 落
　（ 小 平 亜 別 線  池 川 地 先 ）

　

農
業
用
施
設
で
は
34
か
所
、
６
林

道
・
１
併
用
林
道
で
19
か
所
な
ど
、

大
雨
に
よ
る
被
害
金
額
合
計
は
、
約

１
億
１
千
７
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
町
・
小
平
で
は
、
最
大

60
戸
が
約
３
時
間
に
お
よ
ぶ
停
電
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
速
や
か
に
現
地
調
査
を

行
い
、
災
害
復
旧
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

８
月
31
日
未
明
か
ら
の
降
雨
は
、

町
内
各
地
で
午
前
９
時
頃
に
は
ピ
ー

ク
と
な
り
、
１
時
間
の
最
大
雨
量
が

仁
世
宇
で
63
．
５
㎜
（
累
加
雨
量
82
．

５
㎜
）に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
雨
に
よ
る
被
害
が
各
所
で

発
生
し
、
河
川
で
は
29
河
川
35
か
所
、

道
路
26
路
線
40
か
所
で
冠
水
、
崩
落

等
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年

令
和
６
年
８
月
８
月
3131
日日

　
　
　
大
雨
に
伴
う
被
害
状
況

　
　
　
大
雨
に
伴
う
被
害
状
況

　

主
要
作
物
の
水
稲
は
、
登
熟
進
度

が
進
み
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
８
日

早
く
、
す
で
に
町
内
各
地
で
収
穫
作

業
が
最
盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北

海
道
お
よ
び
日
高
管
内
の
生
育
・
登

熟
も
平
年
よ
り
早
い
状
況
で
す
。

　

ト
マ
ト
は
、
暑
熱
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
著
し
い
高
温
が
続
き
、

作
付
面
積
の
減
少
も
あ
り
、
前
年
よ

り
出
荷
量
は
少
な
く
推
移
し
て
い
ま

す
が
、
坪
当
た
り
の
収
量
、
金
額
は
昨

年
を
上
回
る
状
況
で
す
。

　

９
月
９
日
、
平
取
町
農
業
協
議
会

主
催
に
よ
る
町
内
の
農
作
物
の
圃
場

を
巡
回
し
、
生
育
状
況
の
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
が
、

夜
温
や
最
低
気
温
が
、
平
均
気
温
を

５
日
以
上
連
続
し
て
上
回
る
よ
う
な

こ
と
が
な
く
、
降
水
量
、
日
照
時
間
と

平
年
並
で
あ
っ
た
た
め
、
農
作
物
の

生
育
は
、順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
農
作
物
の
生
育
状
況

農
作
物
の
生
育
状
況

　

現
在
、
一
次
保
護
さ
れ
る
児
童
は
、

室
蘭
児
童
相
談
所
の
施
設
等
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
日
高
地
方
や
東
胆
振

か
ら
は
、
室
蘭
ま
で
の
長
距
離
移
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
児
童
・
保
護
者

の
心
身
の
負
担
が
大
き
く
、
保
護
さ

れ
た
児
童
の
的
確
な
ケ
ア
に
も
支
障

を
き
た
し
て
い
ま
す
。
道
内
で
も
広

域
の
管
轄
区
域
で
あ
り
、
虐
待
件
数
、

保
護
件
数
の
多
さ
に
よ
り
課
題
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
室
蘭
児
童
相

談
所
苫
小
牧
分
室
へ
の
一
次
保
護
所

機
能
の
設
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

室
蘭
児
童
相
談
所

室
蘭
児
童
相
談
所

　　
苫
小
牧
分
室
設
置
に
関
す
る
要

苫
小
牧
分
室
設
置
に
関
す
る
要
望望

行 
政 
報 

告

　

９
月
19
日
㈭
に
第
６
回
町
議
会
定

例
会
が
招
集
さ
れ
、
行
政
報
告
お
よ

び
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等
の
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
、
教
育
長
の
行
政
報
告
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

«« まちの政策まちの政策 »»　町議会行政報告　町議会行政報告
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や 刺 繍 、古 式 舞 踊 な ど ア イ ヌ 文 化 の 体 験 を 通 じ 、平 取 町 が 抱
え る 課 題 に つ い て 考 え、最 終 日 に は、各 種 体 験 か ら 感 じ た こ
と や 地 域 の 方 々 と の 交 流 か ら 聞 き 取 っ た 内 容 を も と に、平
取 町 や ア イ ヌ 文 化 の 振 興 に 関 す る 提 案 を ４ グ ル ー プ に 分 か
れて 発 表 し ま した。
　 な か で も 長 期 的 な 計 画 を 進 め る た め の 安 定 的 な 資 金 源 の 確
保 に「 ふ る さ と 納 税 を 活 用 し た イ オ ル 再 生 計 画 」、地 元 で 活 躍
す る 人 材 不 足 の 現 状 に 対 し、若 者 向 け に 二 風 谷 の 魅 力 を 発 信
す る 「 二 風 谷 を フ ォ ト リ ア ル に 再 現 し たVR ワ ー ル ド の 作 成 」
など 、学生ならではの画期的なアイデアの発表がありました。

　 ８ 月 1 9 日 ㈪ ～2 3 日 ㈮ ま で ア イ ヌ 文 化 に 興 味 の あ る 大 学 生 が 全 国 か ら15 名 集 ま り、二 風 谷
を 中心にアイヌ文化に特化したワークショップが行なわれました。期間中は、アイヌ語、木彫

８/23 大地連携ワークショップ夏 in びらとり 成果発表会 ８/23 大地連携ワークショップ夏 in びらとり 成果発表会 

　 また、場内では、特産品
のプレ ゼントや 観 光協 会
に よるサイコロステ ー キ
も販 売され、" 丸ごと１日
平 取 町“ を 来 場 者 に 楽し
んでいただきました。

　 今 年も丸ごと１日「 びらとりDay」が、８月８日㈭に門別競
馬 場で 開 催されました。平 取中 学 校 吹奏 学 部 によるファン
ファーレなどの演奏で 華やかにスタートし、びらとり温 泉ゆ
から十周年賞やJA びらとり「 ニㇱパの恋人」特別など１１の
協賛レースが 行われ、最 後は平取町長杯「 平取す ずらん」特
別で締めくくりました。

８/ ８ ホッカイドウ競馬 びらとり Day ８/ ８ ホッカイドウ競馬 びらとり Day 

　 介 護の人材 育成を目的に栗 山 町 立北 海 道 介 護 福 祉 学 校の協力で、８月２日㈮ に中央 公民 館 で
「 介護のみりょく発見イベントi n 平取町」が開催され、町内の介護 施 設職 員をはじめ町民35 名（ う
ち小学生２名、中学生１名、高校生３名）が 参加し、進化する福祉・介護業務を体験しました。
　 グル ープごとに「 動く」「 食べる」「 生きる」「 楽しむ」の体 験ブースを順に進み、福祉学 校の講師や
生徒から介護する側、受ける側に立った支 援や課 題 解決の方法などを熱心に聞いていました。
　 会場には、最 新の 介 護 機 器も紹介され、介 護は 工夫やひらめきで やりがいのある仕事だという
新たな発見があった講座でした。

「 楽 し む 」
　 パ ン ケ ー キ 重 ね ゲ ー ム に 挑 戦

「 動 く 」
　 車 イ ス サ ポ ー ト 体 験

「 生 き る 」
　 　 喀 痰 吸 引 体 験

８/ ２ 介護のみりょく発見イベント in 平取町 ８/ ２ 介護のみりょく発見イベント in 平取町 
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平 取 町 戦 没 者 遺 族 会
  青 山  和 裕  会 長

　 先 の 大 戦において 亡くなられ た 方々を 追
悼し、平和を祈 念する戦 没 者 追 悼式 が、９月
５日㈭に平和塔で挙 行されました。
　 戦 後79 年、我 が 国の平和な歳月を思いな
がらも、ロシアによるウクライナ侵攻 やパレ
スチナ問題など、世界 各地でいくつもの紛争
が絶えない現状です。
　戦争の惨禍を二度 繰り返さないよう、この
日は戦 没 者のご 遺 族と関係者 が 参 列して 献
花を 行い、戦 没 者 の 御 霊の 平 安と恒 久平 和
を願いました。

 恒久平和を願い ～平取町戦没者追悼式 ～  恒久平和を願い ～平取町戦没者追悼式 ～ 

　 アイヌ文化の伝 統行事であるチㇷ゚サンケが、８月18 日㈰に二風 谷コタンおよび周辺施 設 等で開
催されました。道内外からも多くの方々が訪れ、二風 谷コタンのチセでカムイノミを執り行い、その
後、アイヌ古 式 舞踊が披 露されました。
　 午 後 か ら は、チ ㇷ゚ サ ン ケ（ 舟 お ろ し の 儀 式 ）が、二 風 谷 ダ ム 下 流 の 会 場 で 行 わ れ、約200 人
が 和 舟 の チ ャ ラ セ 号 や 丸 木 舟 に 乗 り、沙 流 川 の 自 然 と と も に ア イ ヌ 文 化 に 触 れ る 川 下 り を 楽
しみました。

 祈りの伝承 ～ 第 55 回  祈りの伝承 ～ 第 55 回 チチププサンケサンケ ～  ～ 

　 ８月15 日㈭、義 経 神 社例 大 祭が 開 催され、酷 暑 のなか、神 輿
渡 御 や 各 町 内 会 の 子ども 神 輿 が 沿 道を 巡行し、ふ れ あいセン
ターびらとり前広場では平取義 経なるこ会の演 舞に多くの町民
で 賑わいました。午 後には 境 内で 神 餅まき、鳥居前の出 店 や 歌
謡ショーなどに子どもたちや家 族 連 れ が 訪 れ、祭りの 一日を大
いに楽しんでいました。
　 また、前日から順 延となった奉 納 花 火も打ち上げられ、夏の
夜 空を豪 華に彩り、会場では大きな歓 声と拍手が上 がっていま
した。

神輿渡御と奉納花火 ～ 義経神社例大祭 ～神輿渡御と奉納花火 ～ 義経神社例大祭 ～

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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　　　　　　　　　　　　　　 平 取 町 でもロケ が 敢 行され、1 月19 日㈰ 公 開の映 画「 ゴール デ
ンカムイ」に続き、ＷＯＷＯＷで10 月６日㈰ から始まる、新章「 北海道 刺靑囚人爭奪編」（ 全９話）の
放 送・配信を記 念して、山﨑賢人が演じる杉本佐一や山田杏 奈が演じるアシㇼパなど登場人物６人
の衣装や台本、撮 影で使 用された小道具の展示 会を開催しています。映 像で見るよりもリアルな登
場人物 が 感じられ、ロケ 地ならではの特別な展示で す。ご家 族 揃ってぜ ひご 覧いただき、ゴール デ
ンカムイの魅力を楽しんでください。

 ゴールデンカムイ 衣裳展 絶賛開催中！
 ゴールデンカムイ 衣裳展 絶賛開催中！

北海道平取町〈アイヌの伝統と近代開拓による沙流川流域の文化的景観〉は、

国の重要文化的景観のひとつに選ばれています。

大切な地域の風景「文化的景観」

　 当日の 午前は、平 取町の文化的景観保全でもお世 話になっている篠 原 修 氏( 東 京大 学 名誉教
授：景観 工学) と西山 徳明 氏( 北海 道 大学 教 授：建 築･ 都市 計画学) のお二方それぞれに基 調 講
演をいただきます。午 後は事 例発 表として、長 野 環 氏( 平取アイヌ文化保存会長)、玉城 靖 氏( 沖
縄 県今 帰仁 村教育委員会)、鷲尾 恒 久 氏( 長 野県飯山市：小菅神 社 氏 子 総代) にお話しいただき、
日本 列島の広範な文化 継 承と「 地 域らしさ」を学 ぶ 場にしていきます。また、事 例発 表後は交流の
場として、平 取アイヌ文化保存 会によるアイヌ古 式 舞 踊の 披 露、二風 谷小学 校によるアイヌ文化の
学習についての発表を行います。
　 様々な発 表をとおして、平 取町を含む 全 国の文化 的 景観の理 解につなげていく機 会で す。10 月
24 日㈭ の大会は９時3 0 分から16 時10 分まで で、どなたでも参加 できます。ぜ ひ当日は 沙 流 川歴
史 館にお越しください。（詳細は後日まちだより等でお知らせします。）

　 今 年10 月24 日㈭ に 沙 流 川 歴 史 館レクチャーホ ールで
文 景協 平 取 大会が 行われます。文 景協では年に1 回、会長
所在地で持ち回って大会を開催しており、平取町では初の
開催になります。
　 大 会では、毎 年テ ーマを決 めて 現 状 や 課 題について 話
し合われます。令 和６年度のテ ーマは「 地 域らしさを継 承
する ‐歴 史と風 土に根ざした文化 的 景 観 ‐」とし、文化 継
承に携わる地 域住民の姿と今後のあり方を検討して、価値
を 守り受け 継いでいくための 講 演や 事 例 発 表、文化 継 承
活動の披 露などを行います。 令和５年度文景協大会（岩手県一関市）

全国文化的景観地区連絡協議会（文景協）全国文化的景観地区連絡協議会（文景協）
　　　　令和 6 年度全国大会を平取町で開催　　　　令和 6 年度全国大会を平取町で開催
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　びらとりふれあい子ども食 堂（代表 三塚みよ子 氏 ）が９月７日㈯に小平地区で開催されました。
　 本 物の竹を使 用した流しそうめんで、子ども達は、流 れてくるそうめんを口いっぱ いに頬 張りな
がら楽しく食べ、最 後は、子どもなら誰でも一度はやってみたいスイカ割り体 験 が 行われ、大 歓 声
の中、大変 盛り上がっていました。

９/ ７ ９/ ７ びらとりふれあい子ども食堂 ～流しそうめん～ びらとりふれあい子ども食堂 ～流しそうめん～ 

　 ドラ イ バ ー に ス ピ ー ド ダ ウ
ン等を呼びかけ、交通事故防止
の 啓 発 活 動 「 テ ン ト 作 戦 」が 、
９ 月 １ 日 ㈰ に 二 風 谷 コ タ ン 駐
車場で実施されました。自治会
の交通安全の取組みとして、毎
年春と秋に行われています。

９/ １二風谷自治会テント作戦（秋）９/ １二風谷自治会テント作戦（秋）

　 ８月31 日㈯、第35 回ふ れあい広場がふ れあいセンターび
らとりで開催されました。
　スマイル４Ｂｅａｔ（ 安平町 富門華会 ４人組 バンド）の軽
快な演奏でスタートし、会場内にはお薬や歯 科、ネイルケア
の相談コーナーのほか、駄 菓子 やコーヒー、野 菜などの「 ふ
れあいショップ」がならび、たくさんの人で大 盛況でした。
　 また、南 京 玉すだれやダンス、吹奏 楽の演奏などのアトラ
クションでは、会場いっぱいに拍手や笑い声が 響き、訪 れた
方々が楽しく元 気になるふれあいの一日になりました。

8/31 第 35 回 ふれあい広場 8/31 第 35 回 ふれあい広場 

平取高校卒業生との
　　パネルディスカッション

　 平取 P TA 連合 会が主催する「 これから
の 平 取 町の 子ども達を考えるフォーラム」
が８月28 日㈬に行われ、「 人生10 0 年 時 代
の大 学 進学を考える」と題し、大 学 進学の
しくみの現状について講演がありました。
　 また、平取高校の卒業生６名が、進 路を
決 めるきっかけ や 学 校 の 対 応、卒 業 後 の
現況について、生き生きと語られました。

講 師
代々木ゼミナール教育総合研究所
　主幹研究員　林　正憲 氏

8/28 これからの平取町の子ども達を考えるフォーラム 8/28 これからの平取町の子ども達を考えるフォーラム 
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　 最 終 日 は 雨 模 様 と な り 、振 内 青 少 年 会 館 の 体 育
館 で 実 施 し ま し た が 、足 元 が 悪 い 中 、た く さ ん の
町 民 の 方 に 参 加 し て い た だ き、100 日 を 達 成 す る
こ と が で き ま し た 。ご 協 力 く だ さ い ま し た 方 々 に
厚く御礼申し上げます。

　 今 年 で 4 0 回 目 を 迎 え た 振 内 町 民 ラ ジ オ 体 操100 日 大 会 が、８ 月31 日 ㈯ を も っ て 終 了 し ま し
た。例 年 に 比 べ る と 、朝 は そ れ ほ ど 気 温 が 高 く な く 過 ご し や す い 中 で 体 操 が で き た 日 が 多 く、
参 加 者 か ら は 、日 頃 の 運 動 不 足 解 消 や ス ト レ ス 解 消 に な り、気 持 ち 良 く 一 日 の ス タ ー ト が 切 れ
たという声も聞かれました。子どもから大人まで、
誰でも手軽に短時間で体を動かすことができると
いうこともラジオ体操のメリットです。

 第40 回振内町民ラジオ体操100 日大会 閉幕

　 ８ 月2 2 日 ㈭、牛 乳 パ ッ ク で カ メ ラ を つ く る、子 ど も
公民館講座を開催しました。
　 講 座 の 前 半 は、牛 乳 パ ッ ク を ハ サ ミ で 切 っ た り テ ー
プ で 張 り 付 け る な ど、カ メ ラ を 作 り ま し た。切 り 取 る
部 分 が 固 い と こ ろ で は、少 し 苦 労 す る 場 面 も あ り ま し
た が、自 分 の 作 っ た カ メ ラ で 外 を 見 た り 友 達 を 見 た
り、のぞくだけでも出来上がりにうれしそうでした。
　 後 半 は、実 際 に 感 光 紙 を 使 っ て 写 真 を 撮 り ま し た。
撮 影 方 法 は、屋 外 で 撮 り た い も の に 向 け て カ メ ラ を 設
置 し、１ ～ ２ 分 程 度 置 き ま す。う き う き と し た 様 子 で
カ メ ラ を も っ て 室 内 に 戻 る 子 ど も た ち。さ ら に 熱 を 加
え、撮 っ た も の が 出 て き ま す。何 度 か 写 真 撮 影 を 行 い、
それぞれ一番よく撮れたと思うものを参加者で見せ合
い ま し た。歓 声 や 笑 い 声 も 聞 こ え、楽 し い 講 座 と な り
ました。
　 今 は 、ボ タ ン １ つ で 写 真 が 撮 れ ま す が、光 を 写 し
取っているということを体験できました

 牛乳パックでカメラをつくってみよう、撮ってみよう！ 
　　　　　　　　　　　　　～子ども公民館講座～

　 ９ 月 ３ 日 ㈫ に 中 央 公 民 館 で 教 育 委 員 会 主 催 の 児 童・
生 徒 芸 術 劇 場（ 小 学 生 ・中 学 生 の 部 ）を 開 催 し ま し た。
　 今 年 度 は 文 化 庁 の 「 学 校 に お け る 文 化 芸 術 鑑 賞・体
験 推 進 事 業  文 化 施 設 等 活 用 事 業 」に よ り、「 サ ロ ン オ ー
ケストラ・エ イト」の音楽公演を鑑賞しました。
　 最 小 編 成 ８ 人 の オ ー ケ ス ト ラ に よ る、ク ラ シ ッ ク 音
楽 を 中 心 と し た 大 迫 力 の 生 演 奏 に 生 徒 た ち は 釘 付 け で
し た 。楽 器 や 音 の な る 仕 組 み の 紹 介 の ほ か、指 揮 者 体 験
で は 、代 表 生 徒 の 様 々 な 速 さ や 強 弱 の 指 揮 に 会 場 は 盛
り 上 が り、生 徒 た ち か ら は「 楽 し か っ た！」「 す ご い 演
奏だった！」と笑顔があふれていました。
　 ア ン コ ー ル で は、オ ー ケ ス ト ラ の 生 演 奏 で 各 校 の 校
歌 を 合 唱 す る な ど 、児 童 ・生 徒 に と っ て は、間 近 で 生 の
オ ー ケ ス ト ラ の 演 奏 に 触 れ る、と て も 貴 重 な 経 験 に な
りました。

 児童・生徒芸術劇場（小学生・中学生の部）

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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　 今 年 度、振 内 中 学 校 は、生 徒 数 減 少 か ら 日 高 管 内 初 の「 複 式 」の 中 学 校 と な り ま し た。
現 在、「 １・２ 年 生 」が １ ク ラ ス と な り、担 任 は １ 名 で す。複 式 化 に 伴 い、教 職 員 数 も 半 分
となり、各行事の運営が困難になってきました。
　 そ こ で、学 校 運 営 協 議 会 か ら 助 言 を い た だ き、町 の 広 報 誌 を 利 用 し 町 民 の 皆 様 に、学 校
支 援「 人 材 バ ン ク 」へ の 登 録 を 呼 び か け ま し た。す る と 様 々 な ジ ャ ン ル で の ご 登 録 を い
た だ く こ と が で き、実 際 に ６ 月 の 体 育 大 会 で の 競 技 役 員 の 補 助、９ 月 の 文 化 祭 で の 演 劇
指 導 の 場 面 で 積 極 的 な ご 協 力 を い た だ く こ と が で き ま し た 。今 後 も 柔 道 授 業 の サ ポ ー ト
などをお願いする予定になっています。
　 複 式 化 の 初 年 度 を 地 域 の 皆 様 と と も に 実 践 を 積 み 重 ね 、子 ど も た ち の 成 長 に 結 び つ け
ていきたいと考えています。前向きなご協力に心から感謝申し上げます。

 振 内 中 学 校
～ 複 式 化 に 伴 う 「 地 域 人 材 バ ン ク 」で の 協 力 体 制 に 感 謝 ～

　「 平 取 小 学 校 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア・た ま て ば こ 」
「 振 内 お は な し サ ー ク ル ほ た る 」の メ ン バ ー の
方 々 に ご 協 力 を い た だ き、子 ど も た ち に 本 を 読
む楽しさや絵本の魅力を伝える「読み聞かせ会」
を実施しました。
　 大 型 絵 本 に よ る 読 み 聞 か せ が 始 ま る と 雰 囲 気
が ガ ラ ッ と 変 わ り、子 ど も た ち は 真 剣 な ま な ざ
しでその語りに聞き入っていました。
　 絵 本 の 魅 力 は 何 と 言 っ て も 学 年 問 わ ず 楽 し め
るところです。児童からは「本がめくられるたび
に ド キ ド キ し た。」「 読 み 方 が 流 れ る よ う で 内 容
が よ く わ か り、絵 本 の 内 容 に も 感 動 し ま し た。」

「 も っ と 本 が 読 み た く な っ た。」と 言 っ た 声 が 聞
かれました。
　 地 域 の 方 々 の 温 か な ご 支 援 が 学 校 や 地 域 を 明
るくしてくれています。ありがとうございます。

貫 気 別 小 学 校
　 ～ 絵 本 を 通 し た 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア と の あ た た か な 心 の 交 流 ～

平取町教育委員会生涯学習課平取町教育委員会生涯学習課
イメージキャラクター　まなティイメージキャラクター　まなティ

   平 取 町 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ス ク ー ル レ タ ー

地 域 と 学 校 、び ら と り の み ら い
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

   

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
☎
４-

６
１
１
２

　

腎
症
を
発
症
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
血
糖
の
管
理
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
血
糖
管
理
が
悪
い
と

糖
尿
病
を
発
症
し
て
約
５
年

で
腎
症
を
発
症
し
、
進
行
し

て
い
く
と
尿
に
蛋
白
が
混
じ

る
よ
う
に
な
り
、
む
く
み
、

疲
れ
、
だ
る
さ
を
感
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
症
状
が
出
始

め
る
と
腎
症
と
し
て
は
、
か

な
り
進
ん
で
い
る
状
態
で
、

進
行
を
止
め
る
こ
と
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
大
事
な
の

は
、
症
状
を
感
じ
な
い
時
期

に
受
け
る
尿
検
査
で
微
量
の

蛋
白
が
混
じ
り
始
め
た
時
が

重
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り

ま
す
。
こ
の
時
に
生
活
改
善

し
、
血
糖
管
理
を
し
っ
か
り

行
う
こ
と
が
進
行
を
止
め
る

鍵
と
な
り
ま
す
。
生
活
改
善

さ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
ま
ま

腎
症
が
進
行
す
る
と
、
糖
尿

病
を
発
症
し
て
約
15
年
ほ
ど

で
透
析
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
糖
尿
病
は
腎

症
と
い
う
合
併
症
が
進
行
す

る
と
透
析
治
療
も
必
要
と
な

る
病
気
で
す
。

　

ご
自
分
の
血
糖
管
理
に
問

題
が
な
い
か
今
一
度
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

心
配
を
し
な
い
と
い
け
な
い

の
は
糖
尿
病
の
合
併
症
で
あ

る
腎
症
で
す
。

　

腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
し
、

か
ら
だ
に
必
要
な
も
の
を
残

し
、
不
要
な
も
の
を
排
泄
す

る
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い

ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
や
ザ
ル

な
ど
で
必
要
な
も
の
と
不
要

な
も
の
を
分
け
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
細
い
細
か
な

血
管
の
集
合
体
で
あ
る
腎
臓

に
砂
糖
水
の
よ
う
な
血
液
が

流
れ
続
け
る
と
目
詰
ま
り
を

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

目
詰
ま
り
を
起
こ
す
と
尿
に

蛋
白
が
混
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
健
診
で
行
う
尿
検
査

は
非
常
に
重
要
な
検
査
の
一

つ
に
な
り
ま
す
。

見
る
と
平
取
町
国
保
・
協
会

け
ん
ぽ
と
も
に
割
合
が
高
い

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健

診
受
診
者
の
中
に
は
、
健
診

を
受
診
し
た
こ
と
で
糖
尿
病

が
発
見
さ
れ
る
人
や
血
糖
が

高
く
て
も
治
療
を
し
て
い

な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
実
際
は
も
う
少
し
糖
尿

病
の
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

間
違
い
な
く
平
取
町
全
体
で

は
、
糖
尿
病
が
大
き
な
健
康

課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
平
取
町
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
糖
尿
病
患
者
数
は
、
患

者
千
人
当
た
り
２
２
３
人
で

す
が
、
令
和
元
年
度
と
比
べ

る
と
約
31
人
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
町
で
も
協
会

け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険
協

会
）加
入
の
方
の
健
診
結
果
・

医
療
費
デ
ー
タ
が
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
て

い
る
方
の
中
で
糖
尿
病
の
薬

を
飲
ん
で
い
る
人
の
割
合
を

  

糖
尿
病
性
腎
症
は

　
　

透 

析 

に
つ
な
が
る
病
気
で
す
！

  保健福祉課からのお知らせ

すこやかだよりすこやかだより
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

　
第
7
3
7
号
　
令
和
6
年
9
月
27
日
　
発
行

９
月
号

９
月
号

び
ら
と
り

び
ら
と
り

広
報
広
報

た
よ
り
な
げ
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
折
れ
も
せ
ず　

内
海　

綾
子

物
故
祭
手
作
り
の
昼
冷
や
し
麺　
　
　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

好
き
な
人
後
ろ
に
つ
い
て
盆
踊
り　
　
　
　
　

川
上
八
重
子

診
察
を
待
つ
間
に
秋
の
句
を
七
つ　
　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

何
年
振
り
一
家
揃
っ
て
墓
参
か
な　
　
　
　
　

千
葉　

俊
子

口
遊
ぶ
バ
ラ
ー
ド
曲
や
秋
桜　
　
　
　
　
　
　

長
野　

新
一

寮
生
の
溌
剌
吾
に
も
響
く
秋　
　
　
　
　
　
　

野
口 

勢
津
子

盆
踊
り
終
え
て
茶
漬
け
の
老
夫
婦　
　
　
　
　

古
久
保 

李
莉

帰
る
娘
等
見
送
る
星
空
盆
送
り　
　
　
　
　
　

道
政 

サ
ツ
子

手
を
合
わ
せ
供
物
を
流
し
贈
る
盆　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会
（前月比）

人　口 4,497 人 （△ 12 人）

男 2,218 人 （△  5 人）

女 2,279 人 （△  7 人）

世帯数 2,431 世帯 （△ 10世帯）

※令和６年 8月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

紫雲古津保育所 ぼんおどり

　来年３月で閉所する紫雲古津保育所
が、お 世 話 に な っ た 地 域 の 皆 様 と 楽 し
め る 行 事 と し て、８ 月 ２ 日 ㈮ に「 ぼ ん
おどり」が行われました。卒園した子ど
も 達 や 自 治 会 の 方 も 参 加 し、大 き な 輪
で最後の夏の行事を盛り上げました。

今月のワンショット今月のワンショット


